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今日の例会

第1523回平成26年11月3日（月・祝）

ジャパン・□－タリーデー

ワールドフード+ふれ愛フェスタ

久屋大通公園／神楽家

加藤会長挨拶’

私は、今居るここ松楓閣や、

職場例会でこれから訪れます

揚輝荘の1958～1959年（昭和

33～34年）頃を少し知ってい

ます。

それは、私の母の姉が覚王山

で横井商店という米穀屋をや

っていました。私は当時たし

か中学l～2年生だったと思

います。
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先週の例会

第1522回平成26年10月28日（火）晴

月哉圭易例会

松楓閣／揚輝荘 灘
；

◆奉仕の理想

◆出席報告

会貝41 （ 37 ）名
出席率 81． 08％

前々回 10／7 （修正出席率）

母から頼まれ、学校の冬休みに入った12月27 1ﾖから

31日の午後3時まで2年間､玄米から白米にする精米の

手伝いと、お正月の餅づくりの手伝いをしていました。

精米した米やお正月用の餅の配達を補助する手伝いで

す。精米の手伝いでは、米の配合が言われた様にしてい

なくて叱られ、お飾り餅は、せんべいみたいにペシャン

コにして叱られ､配達に行くと配達先でしゃべってばか

りいると叱られてばかりいました。中学l～2年生です。

使う方が悪い、と思いました。

当時、米屋は正月前になると猫の手も借りたいくらい

忙しくなります。中でも今日のこの「松楓閣」と南側の

「井膳」はよく配達に来ました。 「井膳」はすでになく

なってしまいました。 「松楓|淵」は当時、 「中村会館」

と言っていたと思います。玄関入口右側にある大きな庭

石は京都の鞍馬石「本鞍馬石」だと、当時百姓から庭師

をやっていた父に聞いた覚えがあります。

そしてその「中村会館」の奥に|ﾖ泰寺があり、その東側

に松坂屋の伊藤次郎左術門の別邸があり、ここへも配達

に来た覚えがあります。

そして、ここには台湾の蒋介石が来たようなことを聞い

たのを覚えております．

これから揚輝荘で佐藤館長より詳しいお話を伺いま

しょう。

出席30名

94． 59％

|小林幹事報告’

1）本日例会終了後理事役員会を開催致します。

理事役員の皆様は3階梅の間へお集まり下さい。

2）次週は職場例会です。 12230より松楓閣で例会を

行います。お間違いなきようお願い致します

’｜
I
足立職業奉仕委員長挨拶

本日はよろしくお願い致します

食事の後、皆様には揚輝荘の北園へ移動して頂きます。
13：15より北園では､佐藤館長より揚輝荘についてのお

話、ほか職業奉仕月間職場例会ということで、揚輝荘
でガイドをされている方々の話なども伺えることにな

っております。

その後、北庭園内を杉本副館長にご案内して頂き、南園

では、聴松閣を江副副館長にご案内して頂きます。

終了は14 : 20頃になるかと思います。

どちらも時間の都合上、短ll寺問でのご案内になりま

す｡詳しくご説明頂きたい方は引き続きガイド頂けるそ

うですので見学下さい。
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~会長ﾃｰﾏ『|回一,タリーを楽しもう』 鋼葱蒋態無を艇用しており,毒す。
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◆揚輝荘 北園／白雲橘

佐藤館長に「揚輝荘」についての

お話をうかがいました
~

式庭園とともに覚王山の高台に威容を誇っていました。

かつては、各界の要人や文化人が往来する迎賓館、社交

場として華やぎ、アジアの留学生が寄宿して国際的なコ
ミュニティを形成した場所でもありました。

その後、世の移るいを経て残された歴史的建造と庭園は

今や市民共有の財産となっています。

【揚輝荘小史】

1918年 「三賞亭｣茶屋町本家から移築

（大正7年） 「揚輝荘｣と名づける

1919年 「揚輝荘座敷｣矢場町五ノ切から移築改修
この頃から茶会、園遊会、運動会を

たびたび開催

1922年 「有芳軒｣徳川邸から移築

1923年 この頃から皇族、華族、文化人などの

来荘、宿泊頻繁

1929年 「伴華楼｣徳川家から移築、洋室新築
（昭和4年）

1930年 「暮雪庵｣本家から移築

1934年 祐民インドなど仏跡巡拝の旅

1936年 初の｢外国人留学生｣タイから迎え入れ

1937年 「栗廼家｣移築･｢聴松閣｣｢サンタール｣新築

1940年 （祐民茶屋町本邸で永眠)｢治助｣追悼茶会

1945年 空襲で建物の多くを滅失

「聴松關｣米軍司令官用宿舎として接収

1952年 米軍接収返還

1954年 松坂屋の社員寮(一部)(～1990年）

2007年 名古屋市に寄附、暫定公開開始
（平成19年）

2008年 「聴松閣｣｢揚輝荘座敷｣｢伴華楼｣｢三賞亭」

「白雲橋｣名古屋市指定有形文化財に指定

2013年 「聴松閣｣開館

修学院離宮の千歳橋を模

したといわれる廊橋で

北庭園のシンボルです。

龍の天井絵、手彫の白木

擬宝珠などに趣向がこら

してあります

南園／聴松閣
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ﾉ､一フチンバーの

外壁など山荘風の

外観をした迎賓館

で、昭和12年に建

築されました｡地上

3階の各室は各国様

式がミックスされ

ており、地階は全体

がインド様式です。“
詞
》

亀△.

※ニコボッケスIさ次週掲載させていただきます
揚輝荘南園「聴松閣」の前で

次回例会 ： 平成26年11月11日 （火) 4F雅の間
講演：職業研修チーム委員会副委員長吉川公章君 ‘‘ 「改革」～新しいロータリー財団～”


